
平成17年７月29日発行  鞍手町議会だより  No.63 6

請
　
願�

（
要
旨
）�

　
現
在
、
剣
北
小
学
校
区
に

あ
る
鞍
手
学
童
保
育
自
然
ク

ラ
ブ
は
建
物
が
プ
レ
ハ
ブ
で

古
く
、
ま
た
ト
イ
レ
も
臭
く

不
衛
生
で
す
の
で
、
次
の
こ

と
を
請
願
し
ま
す
。�

�１.

現
地
で
の
建
物
の
新
設
�

２.

ト
イ
レ
の
新
設
�

�

3.

周
辺
の
整
地
（
子
ど
も

　
が
サ
ッ
カ
ー
や
野
球
が
出

　
来
る
よ
う
に
）�

�請
願
者
　
　
　
満
留
 
孝
文
�

　
　
　
　
　
　
松
本
 
秀
樹
�

�紹
介
議
員
　
　
福
本
 
博
文
�

　
　
　
　
　
　
松
本
 
典
子
�

民
教
委
員
会
が
学
童
保
育

所
の
改
善
を
要
望
�

　
６
月
21
日
、
定
例
会
終
了

後
、
民
教
委
員
会
が
、
学
童

保
育
所
の
改
善
に
つ
い
て
、

町
長
に
要
望
し
ま
し
た
。�

　
学
童
保
育
新
設
の
早
期
実

現
は
難
し
い
と
判
断
し
た
が
、

学
童
の
プ
レ
ハ
ブ
建
設
後

10
年
を
経
過
し
て
い
る
た
め
、

新
設
可
能
と
な
っ
た
場
合
は
、

速
や
か
に
実
施
す
る
こ
と
。

ト
イ
レ
の
新
設
・
改
良
は
急

務
で
あ
る
こ
と
。
そ
の
他
、

安
全
性
を
欠
く
も
の
は
早
急

に
改
善
す
る
こ
と
。�

鞍
手
学
童
保
育
自
然
ク

ラ
ブ
の
新
設
に
関
す
る

請
願
�

（
賛
成
１２
反
対
３
で
趣
旨
採
択
）�

陳
　
情�

（
要
旨
）�

　
住
民
に
対
す
る
行
政
サ
ー

ビ
ス
の
確
保
に
必
要
な
権
限

と
財
源
を
確
保
す
る
こ
と
。�

　
国
民
の
権
利
保
障
を
後
退

さ
せ
る
公
務
･
公
共
サ
ー
ビ

ス
の
民
営
化
や
「
市
場
化
テ

ス
ト
」
は
行
わ
な
い
こ
と
。�

人
材
確
保
を
困
難
に
し
、
地

域
経
済
を
疲
弊
さ
せ
る
公
務

員
賃
金
へ
の
地
域
間
格
差
の

導
入
は
行
わ
な
い
こ
と
。�

�陳
情
者
�

日
本
国
家
公
務
員
�

　
　
　
労
働
組
合
連
合
会
　
�

　
中
央
執
行
委
員
長
�

　
　
　
　
　
　
堀
口
 
士
郎
�

送
付
先
�

 
内
閣
総
理
大
臣
�

　
　
 
 
 
　
小
泉
純
一
郎

　
　
　
　
　
　
　
　
　
ほ
か
�

「
市
場
化
テ
ス
ト
」
や
「
給

与
構
造
見
直
し
」
に
反

対
す
る
意
見
書
の
採
択

を
求
め
る
陳
情
�

（
賛
成
１3
反
対
２
で
採
択
）�

（
要
旨
）�

　
福
岡
県
で
は
、
介
護
保
険

制
度
発
足
当
時
に
全
国
で
も

例
の
な
い
広
域
連
合
が
結
成

さ
れ
た
が
、
広
域
連
合
の
「
メ

リ
ッ
ト
」
の
ほ
と
ん
ど
が
破

綻
し
た
ば
か
り
で
な
く
、
保

険
料
が
大
幅
値
上
げ
と
な
っ

て
い
る
。�

　
ま
た
、
来
年
６
月
か
ら
住

民
税
の
高
齢
者
へ
の
非
課
税

限
度
額
が
廃
止
さ
れ
る
な
ど
、

広
域
連
合
傘
下
の
自
治
体
に

居
住
し
て
い
る
高
齢
者
は
負

担
に
耐
え
ら
れ
な
く
な
っ
て

い
る
の
で
、
広
域
連
合
に
対

し
て
次
の
こ
と
を
強
く
要
求

す
る
。�

�１.

介
護
保
険
料
を
引
き
下

　
げ
る
こ
と
。�

２.

低
所
得
者
対
策
を
抜
本

　
的
に
行
う
た
め
に
「
広
域

　
連
合
」
独
自
の
保
険
料
減

　
免
制
度
を
つ
く
る
こ
と
、

　
低
所
得
者
に
対
し
、
利
用

　
料
減
免
措
置
を
講
じ
る
こ

　
と
。�

�請
願
者
�

福
岡
県
介
護
保
険
広
域
連
合

　
　
　
に
改
善
を
求
め
る
会
�

県
社
会
保
障
推
進
協
議
会
�

　
　
会
長
 
 
武
田
　
正
勝
�

県
民
主
医
療
機
関
連
合
会
�

　
　
会
長
 
　
熊
谷
　
芳
夫
�

介
護
保
険
に
怒
る
�

　
　
　
福
岡
県
一
揆
の
会
　
�

　
　
会
長
 
　
鈴
木
　
宏
造
�

�紹
介
議
員
　
　
松
本
 
典
子
�

安
心
で
き
る
介
護
保
険

制
度
の
確
立
の
た
め
に

福
岡
県
介
護
保
険
広
域

連
合
へ
の
改
善
を
求
め

る
請
願
�

（
賛
成
３
反
対
１２
で
不
採
択
）�

現在の鞍手学童保育自然クラブ�

賛
成
討
論�

反
対
討
論�

趣
旨
採
択
の
理
由
�

　
請
願
の
趣
旨
は
十
分

に
理
解
で
き
る
が
、
当

町
の
財
政
事
情
等
か
ら

当
分
の
間
は
実
現
す
る

こ
と
が
不
可
能
で
あ
る

た
め
。�

　
広
域
連
合
が
発
足
し
て

５
年
が
経
過
し
た
が
、
保

険
料
の
標
準
課
税
地
域
間

の
格
差
は
増
大
し
、
ま
た
、

財
政
も
42
億
円
の
赤
字

と
な
っ
て
い
る
。�

　
こ
れ
に
対
す
る
負
担
増

は
低
所
得
者
や
高
齢
者
に

一
層
の
追
い
討
ち
を
か
け

て
き
ま
す
。�

　
よ
っ
て
、
本
当
に
安
心

で
き
る
介
護
保
険
制
度
の

確
立
の
た
め
に
、
広
域
連

合
の
改
善
を
望
む
。�

　
　
　
　（
松
本
 
典
子
）�

　
広
域
連
合
は
、
国
が
す

べ
き
こ
と
を
、
限
ら
れ
た

予
算
の
中
で
や
っ
て
い
る

の
で
、
広
域
連
合
に
改
善

を
求
め
る
よ
り
も
先
に
、

国
に
対
し
て
介
護
保
険
制

度
の
見
直
し
を
要
望
す
べ

き
で
あ
る
。�

　
　
　
　(

竹
内
 
利
一)

町長に要望書を提出する、川野委員長と宇田川副委員長�


